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北極域氷河観測計画とcovid-19の影響による計画変更

 

The observation plan of glacier research and its modification due to

covid-19
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　ArCSIIの一環として、アラスカGulkana氷河周辺でのメタン等の温室効果ガスの観測を2020年夏季に予定し

ていた。メタンは少量でも影響の大きな温室効果ガスである。近年はグリーンランド縁辺部氷河域およびアイ

スランド氷河域からの発生が確認された。氷河域が新たな発生源として注目されている一方で、観測データは

グリーンランド・アイスランドに限られ、発生機構も不明である。そこで著者らは他の山岳氷河域での現地測

定を計画した。 

　しかし、covid-19により現地観測は、実施不可能になった。代替案として他地域についての同様の観測を検

討したが、渡航可能な地域が見つからなかった。covid-19は過去のSARS, MERSとは違い世界規模の現象で

あったため、日本より感染者数の多い国への渡航や、北極域の少数民族が暮らす地域への渡航は難しいという

問題があった。2020年度の観測ができないだけでなく、予算の繰越ができないという問題もあったため、全

面的に計画を変更し次年度の準備を行うことを優先した。2020年のデータ欠損を補うべく、新たな方法を導

入することにした。新たな計画により、多くのデータが取得できることが期待できる。2021年度は、観測を

実施できる場合と実施できない場合に分けて計画を立案し、実施できない場合のため更なる変更も検討した。
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